
◆令和７年度 飛騨市美術館 美術教室◆ 

 

▲▽「玉舎春輝展」関連イベント▽▲  

 

 移り行く時に寄り添い、来年の干支、お正月飾り、季節の花等を、日本画の素材「絵絹（えぎぬ）」

に描いてみませんか。日本画の絵の具を使いながら、紙に描くことでは得られない、絵絹の素材が生

み出す描写表現方法を味わってみましょう。 

 

【講 師】 宇城 翔子氏（日本画家・日本美術院院友） 

【日 時】 令和７年１１月９日（日）１３時３０分～１６時 

【会 場】 古川町郷土民芸会館 工房 

【対 象】 どなたでも（小学４年生以下は要保護者同伴） 

【定 員】 １５名（応募が多い場合は抽選となります。） 

※結果は はがきでお知らせします。 

【参加費】 １０００円 

【持物等】 鉛筆（２B 以上） 消しゴム  筆を拭くための布 

      エプロン（または汚れてもよい服装） 

       ※その他の用具等は美術館で準備します。 

【申し込み方法】 

 ・下記の申込書を FAX、郵送、または窓口にご持参ください。 

 ・高校生以下の方は学年と保護者氏名をご記入ください。（例 中２） 

 ・右下の二次元コードからもお申し込みいただけます。 

【締め切り】 令和 7 年１０月２６日（日） 

【問合せ先】  飛騨市美術館 〒509－4221 飛騨市古川町若宮 2-1-58 

〔電話〕０５７７－７３－３２８８ 

〔FAX〕０５７７－７３－５００３ 《美術教室担当》桂 川 

 

 

 

♥♡♥『絹絵を描く』日本画教室申込書♥♡♥ 

氏 名 

（ふりがな） （学年） （保護者氏名） 

住 所 
〒   — 

連絡先 携帯（    ）    — 自宅（     ）   — 

応募の 

きっかけ 

□「絹絵を描く」チラシ        □広報ひだ 

□飛騨市美術館ホームページ      □飛騨市民カレッジ 

□知人の紹介（         ）  □その他（            ） 

切り取り線 

宇城 翔子「移りゆく時の中で」 



 


